
令和３年度入学生用　カリキュラムチェックリスト

《創成科学研究科　修士課程　地域創成専攻》

・ディプロマ・ポリシーに特に強く関連するものは◎、関連するものは○を記入する。

 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能力及び
高度専門職業能力】

【2．豊かな人格と教養及
び自発的意欲】

【3．国際的発信力及び社
会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知
識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を
有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有
する。

研究科基盤教育科
目

データサイエンス ○ ○ ○
１．データの性質を見極め、データから課題解決に役立つ情報を抽
出できる
２．データに基づいて問題を考察し解決するプロセスを体験する
３．専門の異なる人と協働して問題解決できる

国際協力論 ◎ ○ ◎
・文化を異にする地域に技術移転する際には、その技術を受容する
社会の文脈理解が必要であるということを理解する。
・グローバルな状況のなかで技術を社会実装する際に必要な社会科
学的知識やスキルを身につける。

グローバル社会文化論 ◎ ○ ◎
・グローバル社会に対応できる国際的な視点を身につけている。
・グローバル化社会の課題について理解している。
・グローバル化する文化について理解している。

グローバルコミュニケーションA ○ ◎ ◎

・在住外国人を通して，徳島が置かれている多文化共生の状況を知
る。
・徳島及び四国が日本のモデルとして世界に発信できるものを確認
する。
・多文化共生を推進する人材としての構えと英語によるコミュニケー
ションスキルを獲得する。

グローバルコミュニケーションB ○ ○ ◎
１．世界の先端技術・科学に関する専門的内容を学修し，国際的な
技術動向や科学の実について理解を深める。
２．先端技術・科学に関する専門的内容を英語で理解し，英語による
表現力やプレゼンテーション力を深める。

グローバルコミュニケーションC ○ ○ ◎
１．先端技術・科学に関する専門的内容を学修し，外国の技術動向
や産業の実情について理解を深める。
２．先端技術・科学に関する専門的内容を理解し，英語によるコミュ
ニケーション力を身につける。

科学技術論A ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。
２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプローチ
や評価の仕方を説明できる。

科学技術論B ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。
２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプローチ
や評価の仕方を説明できる。

科学技術論C ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。
２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプローチ
や評価の仕方を説明できる。

科学技術論D ○ ○ ○
１．自らの専門とは異なる分野の問題の所在を説明できる。
２．自らの専門とは異なる分野の問題について解決へのアプローチ
や評価の仕方を説明できる。

科学技術論E ○ ○ ○
１．技術・科学に関する最新研究の知識を英語で習得する。
２．異なる分野の問題の所在と，その解決へのアプローチを理解す
る。

ビジネスモデル特論 ○ ○ ○ １．技術や資源を活用したビジネスモデルの基礎的知識を習得する。
２．ビジネスプランを作成し，その内容を伝える能力を習得する。

デザイン思考演習 ○ ○ ○

１．【ユーザー中心主義】ユーザー，市場観察から課題抽出ができ
る。
２．フィールドワーク】課題に関連するフィールドワークを実施し，その
情報から課題を正確に分析できる。
３．【アイデア創出】独創的，創造的なアイデアを提案できる。
４．【プロトタイピング】作成したプロトタイプをユーザーに利用してもら
い，各種フィードバックの内容を基に改善できる。
５．【協調性】作業分担の割り振り，仕事量の分担も適切にメンバー
全員で活動する。
６．【プロジェクト管理】定められた期間内に，メンバーリソースを管理
して最終のソリューション提案まで作り上げる。

研究科共通科目

科目の教育目標

グローバル教育科
目群

イノベーション教育
科目群
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 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能力及び
高度専門職業能力】

【2．豊かな人格と教養及
び自発的意欲】

【3．国際的発信力及び社
会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知
識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を
有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有
する。

科目の教育目標

地域創成論 ◎ ○ ◎

・国内各地で生起している主要な地域課題の本質（要因）を理解し，
その解決に向けての有効な取組事例，施策等を説明できる。
・自らの専門分野を含む総合的な視点から，地域課題の解決，地域
創成の手法について主体的に考えることができる。

○ ○ ◎

・学際・文理融合的な視点と方法論を獲得する。
・エスノグラフィックな視点・方法論およびデータの収集・分析方法に
習熟する。
・ ICTスキルを地域創生のために実践的に活用できる。
・メディエータとして映像を用いた地域活動を実践できる。
・ プロジェクトのアウトリーチとして基礎的な表現スキルを身につけ
る。

○ ○ ◎

・国際的感覚を涵養し，地域の国際交流に寄与できる．
・総合的な文化研究の基本を身につけている．
・グローバル化する世界の文化について多面的に理解できる．
・調査研究の成果をまとめ，論理的・効果的な形で発表・発信するこ
とができる．
・地域の表面的な課題のみならず，その背景にある根源的課題にま
で届く広い視野を持つ

○ ○ ◎
・農山漁村地域における住民の生活実態やまちづくりのフィールド
ワークを通して社会環境問題の現状を理解する
・現地調査を行った結果に基づき、その地域における実現可能な改
善策を考案し、調査提言書を発表する。

アカデミック・ライティング ◎ ○ ○
１．自分の書いた卒業論文（ないしそれにかわる論文）について形式
面・内容面の不十分な点を認識する。
２．論文の構成や形式について理解する。

地域計画学特論 ◎ ○ 地域との関わり方から、計画立案、プロセスデザイン、持続性の確保
に向けた一連のプロセスを体系的に理解する

地域社会特論 ◎ ○
授業で示された地域社会に関わる理論の中から，受講生の修士論
文に関連する地域社会に関わる理論を見出し，説明できるようにな
ること。

公共政策特論 ◎ ○
1．地域が抱える公共的問題の構造について説明できる。
2．公共政策学における政策過程モデルを説明できる。
3．公共政策学の学問的動向と現代的課題について説明できる。

法律学特論 ◎ 国家をめぐる諸制度・諸問題を理解し、適切に説明できる。

経済学特論 ◎ 経済学の専門的知識及びそれを踏まえた実態経済の分析能力を修
得する

地域構造特論 ◎ ○
・現代日本の地域構造とそれを形成するメカニズムについて理解し
理論的に説明することができる。
・地域の社会経済的課題を地図・統計やフィールド調査に基づいて
実証的に分析する方法がわかる。

空間情報科学特論 ◎ ○

・実社会における空間的な諸問題をGISを活用して地図化することが
できる。
・実社会における空間的な諸問題の解決に資する空間分析を実行す
ることができる。

地域文化特論 ◎ ○
現代における有形・無形の地域文化資源の保存・継承・活用をめぐる
課題について理解している．
現代における地域文化の「資源化」に関する取り組み事例とその特
色を，当該地域・事例の文脈を踏まえて説明できる．

専攻基盤科目
地域創成プロジェクト研究
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 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能力及び
高度専門職業能力】

【2．豊かな人格と教養及
び自発的意欲】

【3．国際的発信力及び社
会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知
識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を
有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有
する。

科目の教育目標

地域言語特論 ◎ ○

日本の地域社会における言語動態について，社会言語学的な視点
から明らかにする。実際に言語調査を行い，その結果を分析すること
によって，社会言語学的な調査研究のあり方を具体的かつ体系的に
習得することを目標とする。
日本の地域社会における日本語教育の諸問題について，実際に聞
き取り調査を行うなどして，解決策を探っていく。

日本歴史文化特論 ◎
・日本古代中世史，日本考古学上の最新の研究成果をふまえ，課題
と問題点について理解している。
・上を踏まえつつ，比較地域史的視点から，地域独自の歴史像を再
発見する。

アート表現特論 ◎
・現代における表現をめぐる課題について理解している。
・現代における表現とその特色を，歴史・事例の文脈を踏まえて説明
できる。

映像デザイン特論 ◎ ○

映像に関わる諸般の概論的知識を理解する。 ・ 映像編集に積極的
に参加しテクノロジーに関する基本的な知識・技術を理解し獲得す
る。 ・ 映像を活用し，視覚的に意図の伝達ができるようになる。 ・ プ
ロジェクトの課題に対し映像によって思考を整理し意味ある成果を表
現できる。

空間デザイン特論 ◎ ○
・心理や行動を定量的に把握するための統計解析の実践的手法を
習得している．
・建築や都市のデザインの必然性を人間の心理や行動の観点から
説明できる．

健康社会特論 ◎ ○
・地域における健康づくりやスポーツ推進に関する論文を抄読するこ
とができる　
・持続可能な健康な社会づくりに向けた自らの意見を持ち、討論で深
めることができる

応用生理学特論 ○ ○ ○
1　疾病と運動との関係を修得している
2　健康づくりのための生活環境を修得している
3　健康に関連する社会的諸問題に対して，その解決に向けた施策
に応用することができる

福祉社会特論 ○ ○ ○

1．人文社会科学にもとづく専門知識、総合的かつグローバルな視点
から地域課題に取り組むための基礎的な能力を身につける。
2．地域社会の中で生じている介護問題や児童福祉問題、障害者福
祉問題への理解を深めるとともに、主体的な情報収集・情報発信す
るスキルを身につける。

行動科学 ◎ ○

1　ヒトの行動の生理的特性を修得する
2　ヒトの行動の生理的諸機能の測定評価方法を修得する
3　ヒトの行動の心理的特性を修得する
4　ヒトの行動の心理的諸機能の測定評価方法を修得する
5　健康に関連する社会的諸問題に対して，その解決に向けて知識
を応用する

健康科学特論 ◎ 人間の身体の構造と機能を細胞レベルから学び，運動のメリットとデ
メリットについて総合的に理解する。

健康心理学特論 ◎ ○

1. スポーツ及び身体活動が「運動」として心身にどのような影響を与
えるか理解する
2. リラクセーション技法が「休養」として心身にどのような影響を与え
るか理解する
3. 人間の“からだとこころ”の関係について議論し，地域における心
身の健康づくりの基本を学ぶ。

グローバル社会特論 ○ ○ ◎

・現代におけるグローバル化が、トランスナショナルかつローカルに
生じていることを、具体的に理解している。
・社会、経済、文化、政治の諸側面におけるグローバル化の特質を、
個別事例の文脈を踏まえて、かつ文脈を超えた趨勢として複合的に
説明できる。

グローバル文化特論 ◎ ○ ○ グローバルな状況のなかで課題を発見し、問題解決をおこなうため
に際に必要な社会科学的知識やスキルを身につける。

国際関係特論 ○ ○

・国際社会の仕組みや特性の基本を理解している。
・現代国際社会の傾向と課題について知識を習得している。
・地域社会を国際的な視点からとらえることができる。
・現代社会における国際的性質の諸課題に対して取り組む意欲を持
てる。

専攻専門科目・教
育クラスター科目

地域系科目
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 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能力及び
高度専門職業能力】

【2．豊かな人格と教養及
び自発的意欲】

【3．国際的発信力及び社
会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知
識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を
有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有
する。

科目の教育目標

国際経済特論 ◎ 受講者の問題意識に基づき当該国の問題を経済学的視点から捉え
ることができる。

応用倫理学特論 ◎ 環境倫理学的な問題について、学問的知見から評価・判断すること
ができる。

言語コミュニケーション特論 ○ ○ ○
世界語としての英語という言語をより深く理解するとともに，グローバ
ル化が進む地域社会における国際交流を促進するための英語コミュ
ニケーション力を身につける。

英語圏文化特論 ◎ ○
地域における多文化共生社会の創成に寄与することができるよう，
英語圏の文学を中心とする文化的な知識と教養を自分なりに修得す
ること。

英語圏歴史文化特論 ◎ ○
・現代のグローバル社会の形成について、歴史的パースペクティブを
踏まえて理解できる。
・現代の多文化社会の形成とその地域の歴史とのかかわりについて
説明できる。

ヨーロッパ文化特論 ○ ○
・学際的・総合的な文化研究について理解している．
・グローバル化する文化を理解し地域のグローバル化に対応できる
・地域における国際交流の必要性を理解している

アジア文化特論 ◎ 中国における親族組織、村落、地域、国家に対する理解を深める。

日本言語文化特論 ◎
・日本の古典・近現代文学全般に亘る理解力，洞察力を獲得する。
・上記の目標達成と同時に，日本文化としての日本文学の特質に関
する理解ができるようになる。

日本文化特論 ○

While reading works about literary theory and texts written by
Murakami Haruki students acquire a certain awareness of the
characteristics of modern Japanese literature, and reconsider
Japanese culture and literature from a global point of view.
文学理論についてのテキストや村上春樹の作品を読みながら学生
は現代日本の文学を中心とする文学的な知識と教養を修得し、グ
ローバルな視点から日本文学と日本の文化を再考できる。

グローバル系科目
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 ディプロマ・ポリシー　　
【1．学識と研究能力及び
高度専門職業能力】

【2．豊かな人格と教養及
び自発的意欲】

【3．国際的発信力及び社
会貢献】

　　科目名

人文・社会・人間科学
分野における高度な
専門知識と関連領域
における幅広い知
識，論理的思考力を
備え，総合的かつグ
ローバルな視点に基
づき，明確な問題意
識を持ち専門分野に
おける研究を進める
能力に加え，地域課
題の解決と，持続可
能な地域社会の創成
に主体的に貢献でき
る高度な実践能力を
有する。

コミュニケーションを
通して豊かな人間関
係を築きながら高い
倫理観・責任感を身
につけ，知性，理性
及び感性が調和し，
自立して行動できる。

現代の地域や社会に
見られる諸問題を人
文・社会・人間科学と
その関連領域の幅広
い視点から的確に分
析し，その解決に向
けて世界水準を目指
す研究成果を発信す
る能力を備えるととも
に，持続可能な地域
社会の創成に主体的
に貢献する能力を有
する。

科目の教育目標

防災・危機管理クラスター ○ ○ 防災・減災関連技術など社会のリスク管理に関連した基礎知識を習
得する。

地域開発クラスター ○ ○ 徳島の地域特性を活かした社会再創生のための基礎知識を習得す
る。

メディカルサイエンスクラスター ○ ○ 理学・工学の知識を医学・医療現場に展開するための基礎知識を習
得する。

ロボティクス・人間支援クラス
ター ○ ○ 福祉・介護ロボットや生産技術・流通・計測ロボットなどロボット関連

技術につながる基礎知識を習得する。

データサイエンスクラスター ○ ○
膨大なデータから必要な情報を分類・抽出し，社会の諸問題を効率
的に解決できるデータ解析手法やその関連技術の基礎知識を習得
する。

環境共生クラスター ○ ○ 地域の自然・文化・社会環境を理解し，人間と環境の調和に根ざす
持続可能な共生社会の実現につながる基礎知識を習得する。

６次産業クラスター ○ ○ 地域創生のため，地域の農林畜水産物を６次産業化する実践力に
つながる基礎知識を習得する。

地域創成特別演習 ◎ ◎ ◎ 修士論文作成のための総合的な準備と実践

領域横断セミナー ◎ ◎ ◎

・総合的な学術研究の基本を身につけている．
・論理的思考力と発表スキルの基本を身につけている．
・現代の地域をめぐる多様な課題について理解している．
・異なる研究領域との交流を通して多面的な研究視点を獲得してい
る．

学位論文指導科目

教育クラスター科目
（他専攻）
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